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    
であり，土地所有者が今期首に土地を売却したときの純収益は，























































































































































分に対する税負担の増大   をこうむる。土地売却を
今期から来期に延期することによる土地所有者の税負担の増大という納税額増
加の不利益と土地購入を今期から来期に延期することによる土地購入者の
税負担の増大という納税額増加の不利益   は，土地
売却時期を早める要因である。したがって，土地購入者の納税延期の利益
が，土地所有者の税負担の増大という納税額増加の不利益と土地購入者の
税負担の増大という納税額増加の不利益   を上回る
ならば，すなわち，
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ン  が大きいほど大きく，今期から来期への予想地価上昇  が
高いほど，土地購入者が長期保有を考えて土地を購入すればするほど（が
大きいほど）小さい。
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